
〇佐賀県建設工事請負契約約款正誤表 
該当箇所 

正 誤 条 項 
第 28 条  工事目的物の引渡し前に、工事目的物又は工事材料

について生じた損害その他工事の施工に関して生じ
た損害（次条第１項若しくは第２項又は第 30 条第１
項に規定する損害を除く。）については、乙がその費用
を負担する。ただし、その損害（第 59 条第１項の規定
により付された保険等によりてん補された部分を除
く。）のうち甲の責めに帰すべき事由により生じたも
のについては、甲が負担する。 

工事目的物の引渡し前に、工事目的物又は工事材料
について生じた損害その他工事の施工に関して生じ
た損害（次条第１項若しくは第２項又は第 30 条第１
項に規定する損害を除く。）については、乙がその費用
を負担する。ただし、その損害（第 58 条第１項の規定
により付された保険等によりてん補された部分を除
く。）のうち甲の責めに帰すべき事由により生じたも
のについては、甲が負担する。 

第 29 条 第 1 項 工事の施工について第三者に損害を及ぼしたとき 
は、乙がその損害を賠償しなければならない。ただし、
その損害（第59条第１項の規定により付された保険等
によりてん補された部分を除く。以下この条において
同じ。）のうち甲の責めに帰すべき事由により生じた
ものについては、甲が負担する。 

工事の施工について第三者に損害を及ぼしたとき 
は、乙がその損害を賠償しなければならない。ただし、
その損害（第58条第１項の規定により付された保険等
によりてん補された部分を除く。以下この条において
同じ。）のうち甲の責めに帰すべき事由により生じた
ものについては、甲が負担する。 

第 30 条 第 2 項 甲は、前項の規定による通知を受けたときは、直ち
に調査を行い、同項の損害（乙が善良な管理者の注意
義務を怠ったことに基づくもの及び第 59 条第１項の
規定により付された保険等によりてん補された部分
を除く。以下この条において「損害」という。）の状況
を確認し、その結果を乙に通知しなければならない。 

甲は、前項の規定による通知を受けたときは、直ち
に調査を行い、同項の損害（乙が善良な管理者の注意
義務を怠ったことに基づくもの及び第 58 条第１項の
規定により付された保険等によりてん補された部分
を除く。以下この条において「損害」という。）の状況
を確認し、その結果を乙に通知しなければならない。 


